














　第 105 回 ILO 総会の説明に入る前に，ILO について簡単にご紹介させていただきます。
　皆さまのお手元のリーフレットの表紙にあるように，「みんなが，人間らしく働ける世界へ」










も同じ 1919 年に誕生しました。2019 年に 100 周年を迎えます。皆さまのお手元のクリアファイル
に，“The future of work should be the future we want.” とあるとおり，私たちが望むような仕事
の未来をつくっていきたい。これがいま，ILO が目指していることです。新たなる 100 年に向けて
七つの課題を掲げています。「仕事の未来」「貧困撲滅」「働く女性」「グリーンジョブ」「労働基準」
「企業の振興」「ガバナンス」です。ILO は創設 100 周年に向けて，この七つのイニシアチブに取り
組み始めたところです。
　それでは，第 105 回総会について簡単にご説明したいと思います。
　皆さまのお手元の日本 ILO 協議会発行の『WORK ＆ LIFE　世界の労働』2016 年第 4 号は，今
年の ILO 総会を特集しており，本日のテーマのグローバル・サプライチェーン以外の議題につい
ても取り上げています。関心を持っておられる方はぜひこの雑誌を見ていただきたいと思います。
＊田口晶子（たぐち・あきこ）　2016 年 2 月より国際労働機関（ILO）駐日代表。1980 年労働省（現厚生労働省）入
省，同省及び関係機関，政策研究大学院大学教授，ILO 駐日事務所次長等を歴任。2015 年 3 月厚生労働省退職。




イダー ILO 事務局長が「貧困終焉イニシアチブ：ILO と 2030 アジェンダ」と題した講演を行いま














　1 つめは，平和，安全及び災害からの回復のためのディーセント・ワーク：第 71 号勧告の改定






　2 つめは，「公正なグローバル化のための社会正義に関するＩＬＯ宣言」（第 97 回 2008 年総会採
択）の影響評価についてです。この宣言が各国の関係機関の政策に与えた影響や，当該宣言に基づ
く総会での議論のあり方などについて議論が行われ，「ILO 社会正義宣言の影響評価及び今後の活
動に向けた結論」を含んだ報告書が採択されました。これについても雑誌に詳しく報告されていま
すので，ぜひご覧ください。
　ILO の大きな役割は，国際労働基準を採択して，その批准・適用を促進することですが，今年の
総会基準適用委員会では 24 件の個別審査が行われ，コンセンサスによる結論が採択されました。
また，移民労働者に対する条約の総合調査についても議論が行われました。それ以外に，今年は海
事関係の条約について話し合われました。2006 年の海上労働条約は規範部分については迅速な手
続きで改正できるようになっているのですが，その規範改正の承認及び 2003 年改正の船員の身分
証明書条約（第 185 号）の附属書改定の採択について議論され，投票の結果，賛成多数でそれぞれ
承認，採択されました。
　以上，簡単ですが，ILO の現在の立ち位置をご説明して，今年の総会の概要をご紹介させていた
だきました。どうもありがとうございました。（拍手）
